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整形外科医が扱う組織には，骨や軟骨といった硬組織と腱・靱帯・神経

といった軟部組織がある．筋肉は人体の中で最大の体積を有する軟部組織

であり，関節を動かす際や脊柱を支える際の力源として大いに活躍してい

る．しかし日常診療では肉離れや軟部腫瘍などに限られ，治療対象となる

ことは少ない．整形外科医は運動器の専門家であるが，筋肉についての知

識レベルは学生時代に解剖学や生理学で学んだ状態で止まっており，特に

トレーニングの理論や実践については素人同然である．巷にはダイエット

やトレーニングに関するさまざまな情報が氾濫しているが，その真偽を識

別して，正しい情報を患者や選手に提供するだけの知識や経験を持ち合わ

せていない．今回，5名の専門家にそれぞれの立場から整形外科医にぜひ

知ってもらいたい筋肉に関する情報を紹介していただいた．

アリストテレスは多くの名言を残しているが，“Life is Motion”も人の

生き方の指針を示している．Lifeは生命や生活だが，人生や生き方という

意味にも拡大解釈できる．そしてMotionは身体活動だけでなく精神活動

を含む，深遠な意味が込められているように思う．運動器に関わりの深い

整形外科医にとって大変意味深いセンテンスである．私は健康運動教室の

担当部長としては「ピンピンコロリ」と訳し，アスリートを治療するス

ポーツドクターとしては「動中静あり，静中動あり」と訳した．さて皆様

はどのように解釈するだろうか．

石井直方先生には骨格筋の多様な働きと筋肥大のメカニズムについて最

新の知見を紹介していただいた．先生自身が伝説のボディビルダーであり，

理論と実践を地で行く“Life is Motion”の実践者である．アスリートの競

技力向上のために欠かせないレジスタンストレーニングについては，その

意義，理論，実際を高西文利先生，谷本道哉先生，紙谷武先生に紹介して

いただいた．そして，わが国が渦中にある超高齢化社会の問題に対して，

運動器の立場から問題点と対策を久野請也先生と谷本道哉先生に紹介して

いただいた．
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